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一

平
成
十
五
年
九
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

二

号

防
衛
計
画
の
大
綱
で
定
め
る
「
独
立
国
と
し
て
の
必
要
最
小
限
の
基
盤
的
な
防
衛
力
」
と
自
衛
隊
の
海
外
展
開

と
の
調
和
に
関
す
る
質
問
主
意
書

2



防
衛
計
画
の
大
綱
で
定
め
る
「
独
立
国
と
し
て
の
必
要
最
小
限
の
基
盤
的
な
防
衛
力
」
と
自
衛
隊
の
海
外
展
開

と
の
調
和
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
平
成
八
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
」
（
以
下
「
大
綱
」
と
い
う
。
）
は
、
我
が
国
の
防
衛
力
を
「
独
立
国
と
し

て
の
必
要
最
小
限
の
基
盤
的
な
防
衛
力
」
と
規
定
す
る
と
共
に
、
「
こ
の
大
綱
で
示
さ
れ
て
い
る
防
衛
力
は
、
防
衛
上
必
要
な

各
種
の
機
能
を
備
え
、
後
方
支
援
体
制
を
含
め
て
そ
の
組
織
及
び
配
備
に
お
い
て
均
衡
の
と
れ
た
態
勢
を
保
有
す
る
こ
と
を
主

眼
と
し
た
も
の
」
と
定
義
付
け
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
に
従
え
ば
、
大
綱
が
示
す
防
衛
力
は
、
そ
も
そ
も
憲
法
が
許
容
す
る
、
我
が
国
を
守
る
必
要
最
低
限
度
の
軍
事

力
に
過
ぎ
ず
、
と
て
も
海
外
に
派
遣
す
る
程
の
余
裕
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
政
府
は
国
連
平
和
協
力
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
一
昨
年
の
テ
ロ
対
策
特
措
法
で
は
つ
い
に
戦
争
支
援
の
た
め
の
派
遣

へ
と
一
歩
踏
み
出
し
た
。
そ
し
て
前
国
会
に
お
い
て
は
米
国
占
領
地
で
あ
る
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
を
決
定
し
た
。
も
は
や

海
外
派
遣
に
当
た
る
自
衛
隊
の
規
模
は
、
派
遣
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
海
外
展
開
と
も
言
う
べ
き
規
模
に
膨
れ
あ
が
ろ
う
と

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
と
め
ど
も
な
き
自
衛
隊
の
海
外
展
開
は
、
大
綱
が
示
す
「
独
立
国
と
し
て
の
必
要
最
小
限
の
基
盤
的
な
防
衛
力
」

一



が
負
担
し
得
る
限
度
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
の
見
解
を
た
だ
す
た
め
に
以
下
質
問
す
る
。

一

大
綱
は
防
衛
力
の
役
割
と
し
て
�
我
が
国
の
防
衛
�
大
規
模
災
害
等
各
種
の
事
態
へ
の
対
応
�
よ
り
安
定
し
た
安
全
保
障

環
境
の
構
築
へ
の
貢
献
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
役
割
は
同
格
な
の
か
、
そ
れ
と
も
優
先
順
位
が
あ
る
の
か
、

政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
き
補
給
に
携
わ
る
護
衛
艦
は
、
「
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
く
対
応
措
置
に
関
す
る
基
本
計

画
」
で
は
三
隻
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
「
実
施
要
項
の
概
要
」
で
は
、
こ
の
任
務
に
充
て
ら
れ
る
護
衛
艦
を
は
る
な

型
、
し
ら
ね
型
、
た
ち
か
ぜ
型
、
は
た
か
ぜ
型
、
こ
ん
ご
う
型
、
は
つ
ゆ
き
型
、
あ
さ
ぎ
り
型
又
は
む
ら
さ
め
型
に
限
定
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
型
の
護
衛
艦
は
、
は
つ
ゆ
き
型
（
た
だ
し
海
上
自
衛
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
「
派
遣
艦
艇
出
入
港
記

録
」
（
平
成
十
五
年
五
月
七
日
現
在
）
に
よ
れ
ば
同
型
は
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
）
を
除
い
て
全
て
護
衛
隊
群
に
所
属
す
る
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
大
綱
で
定
め
る
四
個
護
衛
隊
群
を
現
在
編
成
し
て
い
る
隻
数
は
、
編
成
最
小
限
の
三
十
二
隻
し
か
存
在

し
て
い
な
い
。

海
上
自
衛
隊
が
四
個
護
衛
隊
群
を
保
有
す
る
の
は
、
大
綱
が
「
海
上
に
お
け
る
侵
略
等
の
事
態
に
対
応
し
得
る
よ
う
機
動

二



的
に
運
用
す
る
艦
艇
部
隊
と
し
て
、
常
時
少
な
く
と
も
一
個
護
衛
隊
群
を
即
応
の
態
勢
で
維
持
し
得
る
」
た
め
に
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
運
用
す
る
必
要
最
小
限
度
が
四
個
護
衛
隊
群
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
『
防
衛
ア
ン
テ
ナ
』
平

成
二
年
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
平
成
三
年
度
以
降
の
防
衛
力
整
備
に
つ
い
て
（
一
）
」
（
平
成
二
年
十
一
月

防
衛

庁
）
で
の
説
明
に
よ
る
と
、
あ
る
時
点
に
お
け
る
部
隊
の
訓
練
練
度
状
況
が
修
理
期
間
、
低
練
度
期
間
、
高
練
度
期
間
と
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
期
間
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
海
上
自
衛
隊
護
衛
隊
群
に
配
属
さ
れ
て
い
る
護
衛
艦
三
十
二
隻
全
て
が
、
大
綱
で
定
め
る
「
即
応
の
態
勢
」
（
即

ち
高
練
度
期
間
）
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
一
部
の
み
が
そ
の
態
勢
に
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

同
様
に
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
た
護
衛
艦
も
、
そ
の
任
務
の
重
大
性
か
ら
高
練
度
期
間
に
あ
る
も
の
が
派

遣
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
数
少
な
い
高
練
度
期
間
に
あ
る
護
衛
艦
を
三
隻
も
海
外
に
派
遣
す
る
こ
と
で
、
大
綱
が
定
め
る
「
常
時
少
な
く
と

も
一
個
護
衛
隊
群
を
即
応
の
態
勢
」
が
現
在
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
見
通
し
得
る
将
来
に
お
い
て
も
可
能
な
の
か
、

政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
く
イ
ー
ジ
ス
艦
の
派
遣
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
、
防
衛
庁
が
民

三



主
党
外
務
・
安
保
合
同
部
会
会
議
に
提
出
し
た
資
料
「
イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
（
Ｄ
Ｄ
Ｇ
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
イ
ー
ジ
ス

艦
派
遣
の
理
由
と
し
て
「
現
在
派
遣
可
能
な
司
令
部
機
能
を
持
つ
護
衛
艦
（
Ｄ
Ｄ
Ｈ
）
四
隻
の
み
」
で
、
「
Ｄ
Ｄ
Ｈ
の
派
遣

期
間
は
約
五
ヵ
月
程
度
と
通
常
の
護
衛
艦
（
Ｄ
Ｄ
）
の
約
三
ヵ
月
に
対
し
長
期
化
」
の
傾
向
が
あ
る
と
し
、
「
イ
ー
ジ
ス
艦

（
四
隻
）
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
司
令
部
機
能
を
持
つ
護
衛
艦
は
八
隻
が
派
遣
可
能
と
な
る
」
と
し
て
イ
ー
ジ
ス
艦
派
遣

が
派
遣
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
緩
和
に
な
る
と
訴
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
海
上
自
衛
隊
は
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｄ
Ｈ
を
四
隻
し
か
保
有
し
て
お
ら
ず
（
「
衆
議
院
予
算
委
員
会
要
求
資
料

（
民
主
党
・
自
由
党
・
日
本
共
産
党
・
社
民
党
）
」
（
平
成
十
五
年
二
月

防
衛
庁
）
よ
り
。
以
下
「
予
算
委
資
料
」
と
い

う
。
）
、
そ
れ
ぞ
れ
が
四
個
護
衛
隊
群
の
司
令
部
機
能
を
果
た
す
役
割
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

Ｄ
Ｄ
Ｈ
が
派
遣
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
所
属
す
る
護
衛
隊
群
に
は
司
令
部
機
能
を
持
つ
護
衛
艦
が
存
在
し
な
く
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
当
該
護
衛
隊
群
の
部
隊
と
し
て
の
運
用
に
お
い
て
問
題
は
生
じ
な
い
の
か
。

�

護
衛
隊
群
に
お
け
る
部
隊
運
用
に
お
い
て
イ
ー
ジ
ス
艦
は
、
Ｄ
Ｄ
Ｈ
が
持
つ
司
令
部
機
能
の
代
替
を
果
た
す
こ
と
が
可

能
な
の
か
。

四



四

「
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
く
対
応
措
置
に
関
す
る
基
本
計
画
」
で
は
補
給
艦
二
隻
以
内
（
た
だ
し
、
部
隊
の
交
替
を
行

う
場
合
は
四
隻
以
内
）
の
派
遣
を
定
め
て
い
る
が
、
「
予
算
委
資
料
」
に
よ
れ
ば
そ
も
そ
も
海
上
自
衛
隊
は
補
給
艦
を
四
隻

し
か
保
有
し
て
い
な
い
。

基
本
計
画
が
定
め
る
よ
う
に
交
代
に
伴
い
補
給
艦
四
隻
全
て
が
イ
ン
ド
洋
に
展
開
し
て
い
て
も
、
我
が
国
防
衛
に
は
支
障

は
な
い
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

一
部
報
道
で
は
、
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
た
自
衛
艦
の
艦
載
ヘ
リ
に
搭
乗
す
る
ク
ル
ー
に
関
し
て
「
教
官

ク
ラ
ス
が
多
数
派
遣
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
国
内
で
必
要
な
教
官
数
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
う
し
た
教
官
た
ち
の
負

担
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。
（
「
イ
ン
ド
洋
で
奮
戦
す
る
艦
載
ヘ
リ
」
『
世
界
週
報
』
〇
三
年
八
月
十
二
日
号
四
十

二
〜
四
十
三
頁
）
と
い
う
自
衛
隊
内
部
の
声
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
こ
で
派
遣
さ
れ
る
搭
載
ヘ
リ
の
ク
ル
ー
に
は
教
官
ク
ラ
ス
が
多
い
た
め
に
、
日
本
国
内
に
残
っ
て
い
る
教
官
た
ち
に
し

わ
寄
せ
が
来
て
い
る
と
い
う
認
識
を
政
府
は
持
っ
て
い
る
か
。

六

「
イ
ラ
ク
被
災
民
救
援
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
七
月
四
日

防
衛
庁
）
に
よ
る
と
、

Ｃ－

���
型
機
三
機
が
イ
ラ
ク
被
災
民
救
援
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
し
た
。

五



同
時
期
に
航
空
自
衛
隊
の
Ｃ－

���
型
機
は
、
こ
の
他
も
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
く
イ
ン
ド
洋
で
の
米
軍
支
援
活
動
に
六

機
、
ゴ
ラ
ン
高
原
国
際
平
和
協
力
業
務
に
二
機
、
東
チ
モ
ー
ル
国
際
平
和
協
力
業
務
に
七
機
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
延
べ
十
八
機
が
海
外
派
遣
に
従
事
す
る
態
勢
に
あ
っ
た
の
だ
。

一
方
で
航
空
自
衛
隊
が
保
有
す
る
同
型
機
は
十
六
機
し
か
存
在
し
な
い
（
予
算
委
資
料
よ
り
）
。

そ
こ
で
航
空
自
衛
隊
は
こ
の
間
、
「
航
空
輸
送
等
の
効
果
的
な
作
戦
支
援
を
実
施
し
得
る
」
（
大
綱
本
文
）
態
勢
に
あ
っ

た
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
六

項
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
国
際
平
和
協
力
業
務
を
「
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
実

施
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
、
ま
た
同
第
十
八
条
は
「
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
者
の
総
数
は
、
二
千

人
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
条
文
の
解
釈
に
関
し
て
以
下
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

大
綱
が
想
定
す
る
国
際
情
勢
下
に
お
い
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
第
六
条
第
六
項
で
い
う
「
任
務
遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限

度
に
お
い
て
」
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
で
き
る
自
衛
隊
の
規
模
を
ど
の
程
度
と
政
府
は
見
積
も
っ
て
い
る
の
か
。

六



�

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
第
十
八
条
で
い
う
「
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
者
の
総
数
」
と
は
、
一
つ
の
国
際
平
和
協
力
業

務
に
対
す
る
数
な
の
か
、
そ
れ
と
も
同
時
期
に
複
数
の
国
際
平
和
協
力
業
務
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
全
て

の
業
務
に
従
事
す
る
者
の
総
数
を
二
千
人
ま
で
と
し
て
い
る
の
か
。

八

現
在
自
衛
隊
は
実
施
計
画
で
派
遣
が
定
め
ら
れ
た
数
と
し
て
は
、
ゴ
ラ
ン
高
原
国
際
平
和
協
力
業
務
に
部
隊
と
し
て
計
一

〇
三
名
（
陸
上
自
衛
隊
部
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
部
隊
の
合
計
）
、
東
チ
モ
ー
ル
国
際
平
和
協
力
業
務
に
部
隊
と
し
て
計
八
五

〇
名
（
同
右
）
、
「
テ
ロ
対
策
特
措
法
に
基
づ
く
対
応
措
置
に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
お
い
て
は
計
一
七
八
〇
名
（
海
上
自

衛
隊
部
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
部
隊
の
合
計
）
が
派
遣
業
務
に
従
事
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
イ
ラ
ク
復
興
支
援
業
務

に
も
派
遣
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
で
の
上
限
で
あ
る
は
ず
の
二
千
人
を
遙
か
に
超
え
る
数
が
同
時
期
に
海
外
派
遣
に
従
事
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
「
任
務
遂
行
に
支
障
」
は
生
じ
て
い
な
い
の
か
、
ま
た
今
後
イ
ラ
ク
復
興
支
援
業
務
に

派
遣
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
恐
れ
は
生
じ
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

七


